





































t期の消費をer,t期の資本ストックを Kt, t期の所得を Y(K）とおけば，
!!:K_+ Ct= Y (K) (1) dt t 















































ることができる。 Kは非負の値K(0）を持ち， t→∞のときには， Kはブリス
の値K(B）を持つから，積分は




(K(B) {Us-U(C)} JT/ 





dU --{ Y (K) -C (K) ｝一一一十〔Us-U{C(K）｝〕
dC 
あるいは，
dK _ Us-U{C(K)} 
dt dU 
dC 












府に対して同じものである。②投資と国民所得の変化との関係は， dk二 hJY 
(kは一定の限界く平均〉資本係数）で与えられる。③タイム・ラグは存在し
ない。④最適貯蓄率は時間が経過しても，または時を通じて，一定である。す
s c なわち，ーニ 1ー ーにおいて， C= cY ( cは一定の限界く平均〉消費性向）でy y 
あるから，予＝1-cとなる。⑤消費者の選好は消費のみに依存し， N(C）とす
る。（6)N(C）は時を通じて効用の積分である。効用は測定可能とする。将来の
効用は lつの要素が（ t = 0,1, 2，…）で割り引きされるものとする。 t期で
は，効用は消費の関数 U(C）である。この関数の性質は， U(C)>O, U'(C）孟
0, U"(C）くOで表される。






v 0 ,. 
で表される。
他の式は，













Ct二 Co・eう王・t ）?? ??? ?（
で表される。
(8）～ωから，総効用 N(C）を求めれば，
lo.R"Y (0) + lOR"C 1-c 1 N(C) ＝五 店十一一一一一一




































U(C)=Uo(l－争） ）?? ??? ?（
を取り上げる。 C。は消費の初期水準（条件），仏はブリスである。（15）から，
一354-


































ては，（ i ）その上方限界に対応する消費の上方限界があること，（i ）ヂの限界
一 I Co¥ へは双曲線的に漸近ること，つまり U(C)-lfo(l一？有一）， c。＞O, lim U(C) 
¥ ._, I Cー今αコ




( i ）に対する批判。消費が増加するとき， U(Ct）は無限に増加するから，
J00 U(C,)dtが収束山以件は丸山が0~；：：： 7'J ~ ことである。
0になってしまっては経済学的には無意味なことである。













00 先述のよう~~＇f 0 U(C) dtは収束するから，極大の解仰るという意味
では JocoUdtの極大切ることは無意味で仏叩界帆他の関数
Ctの影響を受けるから，極大値を持たない。
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